
 

 
倉敷市議会 6月定例会は 6月 14日に開会し、

平成 22年度一般会計補正予算案（約 1億 9,000

万円）、条例案など 46議案を議決し、6月 30日

に閉会しました。 

今議会では、市民のみなさんとの協同で、多

くの要望の実現をみています。 

①市街地農地の固定資産税軽減として生産緑

地制度導入についての検討を約束、②改正貸金

業法の完全実施にあたって周知徹底と実効ある

対策を約束、③コンプライアンス委員会の設置

へ、④障害者地域生活支援事業利用料軽減の検

討を約束、⑤子どもの権利条約にもとづく「条

例」づくりが始まる、などです。 

しかし、問題となった議案もありました。倉

敷運動公園臨時駐車場跡地の財産処分について

です。①恒常的な駐車場不足が解消するのかと

一般質問をおこなう末田正彦議員 
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いう関係者の不安、②これまでの議会答弁にも

ない一括処分の理由が明確でないこと、③18億

4,000 万円で購入した土地を 5 億 2,500 万円で

売却すること。わが党は以上の理由を述べて、

約 13 億円もの市民の血税が浪費されることに

なり、まさに、市民の貴重な財産を無造作にた

たき売りすることになると反対しました。 
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安心の保育行政を求めて 

1.「子ども・子育て新システムの基本方向」に

ついて 

「保育関係者から『その目的や事業内容等が不

明確であり、不明確なままで幼保一体化を拙速に

進めるべきではない』『保育に市場原理を持ち込む

もの、公的責任の後退をもたらすもの』と危惧す

る意見・見解が示されている。幼保一体化につい

て、倉敷市の見解は」 

伊東香織市長は、「国の方向性についてよく研究

していくことが必要」と述べるにとどまりました。 

2.給食の外部搬入方式は問題あり 

「厚生労働省はこの６月１日、保育園給食につ

いて、外部搬入方式を全国で実施できることを決

定した。国が食育を施策として進めてきているこ

とに矛盾すること、一人一人の子供の発達過程や

状況に応じた食事の提供が難しくなることなど危

惧される意見が出されている。倉敷市の見解は」 

渡辺進一保健福祉局長は、「本市の保育園では、

一人一人の子供の発達段階に応じた給食を提供す

るとともに、積極的に食育を推進するため、保育

園内での給食調理を行っている」と答えました。 

3.保育士の非正規率、36％の異常事態 

「倉敷市の公立保育園 24園での保育士の配置状

況は、嘱託、臨時を合わせた非正規職員の占める

割合は 36％に上っている。保育士は、乳幼児の日々

 

 
6月定例市議会、末田まさひこの一般質問から 
 

の発達にかかわる専門職であり、ゼロ歳児から 5

歳児の保育経験、父母との信頼関係、集団として

の力量が求められており、安定した雇用なくして

本来の役割は果たせない。職員の不足は正規職員

の採用で解決を図るべきであり、この非正規率

36％というのは正常な状態と言えるのか」と当局

の認識を質しました。 

渡辺保健福祉局長は、「団塊世代の大量退職時代

を迎え、退職者数に見合った正規職員を補えてい

ないことが主な原因。今後、職員の採用について

は、現在国において進められている保育改革等の

動向を注視しながら適正配置に努めたい」と答え

るにとどまりました。 

 

特別養護老人ホームの待機者過去最

多の 2,578 人。待ったなしの課題 
「日本共産党国会議員団は、介護保険制度が施

行されて 10年が経過した現在、介護保険制度の検

証を行い、国民が安心できる介護保険制度の抜本

的見直しの方向を明らかにするため、介護事業所、

地方自治体、利用者など一般の方に向けて、4 月

15日から 5月 20日にかけてアンケート調査を実施

した。全国的に、深刻な施設不足に直面している

実態が浮き彫りになっており、待機者数と定員数

との比較で倉敷市も 1.73倍。対応策は一刻も猶予

を許さない課題となっている。国に対して今後ど

質問内容の一部を抜き出して、編集してあります 
2010 年 6 月 21 日登壇 
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ういった働きかけを行うのか、施設整備費に対す

る国庫補助制度の復活あるいは費用負担の見直

し、また基盤整備をすすめても介護保険料の値上

げにならない対策なども含め、求めていく考えな

のか」と質しました。 

渡辺保健福祉局長は、「施設整備の見直し及び施

設整備をしても、介護保険料が上がらないような

費用負担の見直しを、市長会を通じて国に求めた

い」と答弁しました。 

 

地デジ難民を生み出さないために 

地デジチューナー無償給付支援の周知徹底と給

付対象の拡大を求める 

渡辺保健福祉局長は、「まだ手続のできていない

生活保護世帯には、今後ケースワーカーが訪問し

た際、地デジ対応ができているかどうか確認し遺

漏のないよう徹底する」と答弁。 

中村正明企画財政局参与は、「地デジチューナー

の無償給付対象の拡大等も含め、地デジ移行対策

が円滑に進むよう岡山県地上デジタル放送普及連

絡会を通じて、国、放送事業者に働きかけたい」

と答えました。 

 

中小零細業者の支援を求めて 

小規模工事契約希望者登録制度の積極的な運用

を求める 

「平成 21 年度の実績は、188 業者が登録し、50

万円未満の修繕工事は約 9,600件、金額で約 14億
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5 月 22 日 「花の風あいさつロード」マップ除幕式 

 

5 月 29 日 倉敷市立児島小学校運動会 

 

7,700万円。しかし、小規模登録業者が受注できた

のは約 1,400件(14.8％)、１億 3,900万円(9.4％)

にすぎない。圧倒的な部分は従来の建設業者への

発注となっている。この制度の積極的な運用の具

体的な取り組みを求める」 

原実総務局長は、「発注の少ない部署を含め、担

当部署に対して小規模工事登録制度の内容周知を

図り、積極的な運用に努めるよう職員への意識の

徹底を図る」と答えました。 

 

環境問題について 

光化学オキシダント対策、大気汚染物質の微小

粒子状物質(PM2.5)対策を求める 

「倉敷市は光化学オキシダント注意報発令回数

で全国ベストテン入り、近年その濃度も上昇傾向

にある。光化学オキシダントを発生させない対策

を求める。また、微小粒子状物質(PM2.5)など大気

汚染物質の対策についてはどうか。さらに新高梁

川橋梁の建設に伴う事前の大気環境調査の実施を

求めるがどうか」 

物部健二環境リサイクル局長は、「光化学オキ

シダントの原因物質である窒素酸化物や炭化水素

の排出削減について工場等への指導を強化する。

微小粒子状物質(PM2.5)対策については、本年秋ご

ろ国において、 PM2.5の自動測定器の機種を選定

すると聞いている。これに合わせて本市の測定器

導入計画を策定し、順次測定器を設置し、PM2.5の

常時監視を実施したい。新高梁川橋梁の建設に関

みなさんのご意見・ご感想をお寄せください。  sueda@mx7.kct.ne.jp TEL086-470-0662 FAX086-470-0668 
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・4/2  春の交通安全市民運動推進大会（児島会場） 

・4/6  倉敷市立短期大学入学式 

・4/9  倉敷市立児島小学校入学式 

・4/10 党児島後援会お花見（玉野市深山公園） 

・4/11 児島柳田町中地区町内会総会／板池町内会総会 

・4/12 倉敷市立児島中学校入学式 

・4/13 倉敷市立柳田幼稚園入学式 

党倉敷地区委員会総会 

・4/15 党市議団市政報告会 

・4/16 倉敷市議会児島会 

・4/17 倉敷医療生協児島西支部総会 

・4/19 倉敷市議会議員研修会／議会活性化協議会 

・4/20 倉敷市有功者表彰式／倉敷市議会総務委員会 

・4/21～22 行政視察（富山市、野洲市） 

・4/23 倉敷市議会行財政改革特別委員会 

    土地家屋調査士会倉敷支部総会 

・4/24倉敷医療生協児島東支部総会 

建築士会児島支部総会 

・4/28 党市議団市内視察（倉敷市立玉島高校、溜川公園） 

    鷲羽山ビジターセンター見学会 

・5/1  第 81回倉敷地域メーデー大会 

・5/8  岡山県党と後援会の決起集会 

・5/10 党倉敷地区委員会総会 

・5/11 児島市民病院「病院の日・看護の日」記念行事 

・5/11～12 岡山県党地方議員会議 

・5/13～14 第 10回市町村議会議員研修会 

・5/16 児島地区子どもの日記念大会 

・5/18～19 党市議団行政視察（和歌山市、奈良市） 

・5/21 倉敷市議会総務委員会 

岡山県土地家屋調査士会総会 

・5/22 マリン児島地区社会福祉協議会総会 

・5/23 第 23回港町下津井魚島フェスティバル 

・5/25 児島婦人協議会総会 

・5/27 党市議団市内視察（倉敷湘南高校、倉敷琴浦高等 

支援学校）／第 62回倉敷市立児島中学校体育会 

・5/29 倉敷市立児島小学校運動会 

・6/3  農業問題を考える会（党県議団・市議団主催） 

・6/6  町内溝掃除／日本共産党を語る集い（赤崎地区） 

・6/7  倉敷市議会議員研修会／議会活性化協議会 

・6/8  党倉敷地区委員会総会 

・6/9  ６月議会前党市議団懇談会 

・6/14 倉敷市議会６月定例会開会/倉敷市議会 IT委員会 

・6/20 倉敷民主商工会総会 

・6/21 末田正彦倉敷市議会本会議一般質問登壇 

・6/22 「平和の鐘」打鐘行事（水島空襲の日） 

・6/24 第 22回参議院選挙公示 

・6/27 第 40回児島武道館創立記念柔道大会 

・6/28 倉敷市議会総務委員会 

・6/30 倉敷市議会６月定例会閉会 

この間の主な参加行事、活動です（４～６月） 
しての大気環境調査については、建設に伴い通行車

両の増加が考えられるので、事前に大気汚染物質等

の調査を行うことを検討する」と答えました。 

 

改正貸金業法の完全施行にあたって 

同法の正確な内容の周知徹底と実効ある対策を

求める 

「6 月 18日、改正貸金業法が完全施行され、借り

過ぎ、貸し過ぎを防ぐための総量規制、上限金利の

引き下げ、貸金業者に対する規制の強化が図られる

ことになり、多重債務者を生まない社会の実現に向

けて大きく踏み出せたのではないか。今後国におい

て、金融庁など関係省庁が取りまとめた『借り手の

目線に立った 10 の方策』を進めていくと聞いてい

る。とりわけ、生活再建のための多様なセーフティ

ーネットの充実強化、多重債務者に対するカウンセ

リング・相談のさらなる改善強化、ヤミ金対策の強

化、改正貸金業法等の広報活動なども含め、今後市

としての取り組みはどうか」 

伊東市長は、「消費生活相談員が研修受講により

レベルアップを図ること、相談業務により一層取り

組むこと、またセーフティーネットやヤミ金対策な

どについても、関係機関と連携を深めて情報共有化

をして対応していく。また、広報紙への掲載、市の

ホームページ、広報チャンネルでのお知らせなど、

新しい改正貸金業法の周知徹底にしっかりと努め

ていきたい」と答えました。 

再質問で、「セーフティーネットの貸し付けの充

実という点で、社会福祉協議会が行っている生活福

祉資金の貸し付けの充実と相談体制の強化・充実を

求めたい。もう一つは、労働金庫に対して、市とし

て、多重債務者向けの融資制度を実現することを協

議会等の協議の中でも申し入れてもらいたい」と質

しました。 

伊東市長は、「社会福祉協議会のほうからも聞き

取りを行っていきたい。いずれにしても、この新た

な法施行に伴い、市民の皆様に対してしっかりと周

知、そして実効ある対策がなされるように行ってい

きたい」と答えました。 
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